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むなかた日和 

 

よ
し
た
け 

八
福
神
め
ぐ
り 

 

四
月
一
八
日
土
曜
日
、春
の
う
ら
ら
か
な
天

候
に
恵
ま
れ
て
、「
よ
し
た
け
八
福
神
巡
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。吉
留
に
古
く
か
ら
あ
る
神

社
を
歩
い
て
参
拝
す
る
と
い
う
、地
域
お
こ
し

事
業
の
一
環
で
す
。 

 

吉
武
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
八
之
会（
地
域

お
こ
し
団
体
）が
共
同
で
主
催
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

事
前
に
申
し
込
み
を
し
た
一
七
〇
人
と
五

〇
人
を
超
え
る
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

受
付
を
済
ま
せ
て
、会
員
手
づ
く
り
の
根
っ
こ

の
部
分
の
つ
い
た
竹
の
杖
と
、御
朱
印
帳
と
お

む
す
び
二
個
を
い
た
だ
き
出
発
点
の
八
所
宮

へ
。こ
こ
か
ら
順
に
８
箇
所
の
神
社
を
歩
い
て

回
る
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

す
。 

 

神
社
の
中
に
は
、本
殿
ま
で
急
な
階
段
を
上

っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
や
、次
の

神
社
ま
で
歩
く
距
離
が
長
く
、な
か
な
か
大
変

な
箇
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

置
か
れ
た
案
内
板
の
墨
書
の
文
字
が
や
さ
し

く
、ユ
ー
モ
ア
が
あ
ふ
れ
る
言
葉
で
書
か
れ
て
、

疲
れ
た
身
体
も
癒
さ
れ
ま
す
。木
々
に
囲
ま
れ

た
山
道
で
は
頭
上
か
ら
鶯
う
ぐ
い
す
の
声
が

聞
こ
え
た
り
、樹
木
に
囲
ま
れ
た
緑
色
の
池
の

傍
を
歩
い
た
り
、宗
像
市
内
で
も
特
に
自
然
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
吉
留
地
域

を
歩
い
て
、
心
も
体
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。 

 

宗
像
に
も
こ
ん
な
に
自
然
が
残
さ
れ
て
い

る
事
を
実
感
で
き
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

１
．
現
人

あ
ら
ひ
と

神
社 

目
、
耳
、
肩
、
手
足
な
ど

の
病
気
を
治
す
神
様
。
記

帳
を
す
ま
せ
て
次
の
安
座

神
社
へ
。(

写
真
下) 

２
．
安
座

あ
ん
ざ

神
社 

安
ノ
倉
の
地
名
の
元
と
な

っ
た
神
社
。(

写
真
下) 

３
．
豊 と

よ

日 ひ

神
社 

食
物
の
神
様
。 

４
．
妙

見

み
ょ
う
け
ん

神
社 

高
天
原

た
か
ま
が
は
ら

に
最
初
に
あ
ら
わ
れ
た
神
様
。
神
仏
習

合
に
よ
り
「
妙
見
さ

ん
」
と
親
し
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。(

写

真
下) 

鉄
分
を
含
ん
だ
茶
色

の
滝
・
落
差
４
メ
ー

ト
ル
の
妙
見
の
滝
が

あ
る
。 

５
．
豊

と
よ

日
に
ち

神
社 

コ
ー
ス
の
中
で
一
番
の
難

所
で
あ
る
。
急
な
石
段
を
随

分
の
ぼ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。(

写
真
下) 

地
元
で
は
「
豊
前
坊
様
」
と
よ
ん
で
い
る
。
古

く
は
修
験
者
の
道
で
も
あ
っ
た
。 

６
．
菅
原

す
が
わ
ら

神
社 

祭
神
は
菅
原
道
真
。

「
ヲ
ン
ガ
ミ
」
な
ど

と
よ
ば
れ
て
い
た

が
、
天
神
（
菅
原
）
に

改
め
た
。(

写
真
下) 

 

７
．
平
山

ひ
ら
や
ま

天
満
宮

て
ん
ま
ん
ぐ
う  

祭
神
は
菅
原
道
真
。
宗
像
大
宮
司
・
氏
能
が
建

立
。
社
殿
は
宗
像
市
指
定
文
化
財
。
鳥
居
の
傍

に
は
福
岡
県
指
定
天
然
記
念
物
の
大
ク
ス
が

あ
る
。 

上：受付を済ませ、現人神社へ。御朱印帳、杖、おむすびを手に歩く。 
右上：参加者の安全を願って祈願祭が拝殿で行われた。 

右下：参加者に渡す御朱印帳と杖もお祓いを受ける。 

上：神社の傍にある農家の納屋 

(なや)には、いろいろな形を 
した農作業の鍬(くわ)がかけ
てあった。 
 

下：こいのぼりが泳いでいる道を 
下って平山天満宮へ。 

２
０
１
５
年
５
月
１
日 
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８
．
水

み
ず

神
社 

江
戸
時
代
に

は
参
勤
交
代

の
行
列
が
通

っ
た
道
・
唐

津
街
道
中
筋

往
還
と
も
い

う
。
今
も
そ
の
面
影
が
残
る
道
。 

街
道
を
行
き
か
う
人

や
、
地
域
の
水
飲
み

場
と
し
て
、
祭
神
・

水
速

み
ず
は
や

女
神

ひ
め
の
か
み

が

祀

ら

れ
て
い
る
。
八
福
神

め
ぐ
り
の
最
後
の
神

社
。 

  宗
像
市
東
部
の
山
あ
い
に
あ
る
吉
武
地
区
。普

段
は
農
道
を
歩
く
人
の
姿
も
ま
ば
ら
な
静
か

な
地
域
で
あ
る
。 

八
所
宮
の
神
様
も
大
勢
の
人
々
が
元
気
に
里

を
歩
く
様
子
を
ご
覧
に
な
り
、喜
ば
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

秋
に
は
西
回
り
コ
ー
ス
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
吉
武
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ
。 

 

（
記
事
：
む
な
か
た
電
子
博
物
館
運
営
委
員 

平
松
） 

 

 

海
の
道
む
な
か
た
館 

日
本
人
に
か
え
れ 

出
光
佐
三
展 

出
航
の
地
・
宗
像
か
ら
世
界
へ 

 

平
成
２
７

年
３
月
２
４

日
か
ら
５
月

１
０
日
ま
で
、

海
の
道
む
な

か
た
館
に
於

い
て
、宗
像
で

生
ま
れ
育
ち

世
界
を 

舞
台

に
活
躍
し
た

故
出
光
佐
三
氏
（
以
下
佐
三
氏
と
い
う
）
の
功

績
を
た
ど
る
特
別
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。期

間
中 

に
は
大
勢
の
来
館
者
が
訪
れ
て
、
熱
心

に
パ
ネ
ル
に
書
か
れ
た
説
明
文
を
読
む
姿
が

見
ら
れ
、
好
評
の
内
に
終
了
し
ま 

し
た
。  

 

今
年
は
生
誕
１
３
０ 

周
年
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
特
別
展
を
ふ
り
か
え
り
、
あ
ら
た
め
て
そ

の
生
涯
と
宗
像
と
の
つ
な 

が
り
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。 

  

１
．「
日
本
人
に
か
え
れ
」 

 

こ
れ
は
佐
三
氏
の
有
名
な
言
葉
で
す
。 

 

現
代
は
、「
世
界
は
一
つ
に
」
と
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
の
様
相
を
示
す
半
面
、
環
境
破
壊
や
、

地
域
紛
争
な
ど
憂
慮
す 

る
問
題
が
山
積
み
で

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
日
本
人
が

こ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た
「
互
譲
互
助
」
の

精 

神
が
必
要
で
「
日
本
人
に
か
え
れ
」
と
い

う
氏
の
言
葉
は
今
、
と
て
も
新
鮮
で
す
。 

 

宗
像
を
こ
よ
な
く
愛
し
、自
身
の
精
神
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
守
り
続
け
た
宗
像
の
神
。故

郷
宗
像
を
誇
り
に
思
い 

日
本
人
と
し
て
何
を

な
す
べ
き
か
を
考
え
、世
界
を
視
野
に
活
躍
し

た
生
涯
で
し
た
。
百
田
尚
樹
氏
の
著
書
『
海
賊

と 

呼
ば
れ
た
男
』
の
主
人
公
は
佐
三
氏
を
モ

デ
ル
に
し
て
書
か
れ
、日
本
本
屋
大
賞
に
選
ば

れ
話
題
に
も
な
り
ま
し
た
。 

   

展
示
場
内
で
は
佐
三
氏
が
昭
和
５
６ 

年
に

帰
省
し
た
際
、
八
所
宮
、
緑
風
園
、
宗
像
大
社

参
拝
な
ど
の
貴
重
な
映
像 

が
テ
レ
ビ
を
使
っ

て
、
放
映
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
平
成
２
７ 

年
Ｒ
Ｋ
Ｂ
制
作
の
「
出

光
佐
三
と
宗
像
大
社
」
は
好
評
で
、
氏
の
功
績

を
た
ど
り
、
ア
ナ
ウ
ン
サ 

ー
が
赤
間
小
学
校

や
宗
像
大
社
な
ど
を
取
材
し
た
映
像
が
放
映

さ
れ
、椅
子
に
座
っ
て
ゆ
っ
く
り
視
聴
す
る
方

が
多
く 

見
ら
れ
ま
し
た
。 

  

右：平山天満宮本殿 
左上：お参りした後には、地域の方々による「おつかれさま」の

声とお接待があり心がなごむ。 
左下：参道には八重桜があざやかに咲いていた。 

上：神社境内の木陰で休息をと
り、出発点へ戻る。 

右：水神社拝殿 

ユウモアあふれる神様が描かれた手作りマップと御朱印
帳、杖を手にして歩いた。 

２
０
１
５
年
５
月
１
５
日 
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２
．
故
出
光
佐
三
氏
略
歴 

 
氏
は
明
治
１
８
年
（
１
８
８
５
）
８
月
２
２

日
、
宗
像
郡
赤
間
村
（
現
在
の
宗
像
市
赤
間
）

で
藍
問
屋
を
営
む
商
家
の
二 

男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。幼
少
期
は
身
体
も
弱
く
母
親
を
心

配
さ
せ
ま
し
た
。 

 

赤
間
小
学
校
、
東
郷
高
等
小
学
校
、
福
岡
商

業
高
校
へ
進
み
、
神
戸
高
等
商
学
校
を
卒
業
。

酒
井
商
会
へ
丁
稚
と
し 

て
入
店
し
商
業
の
基

礎
を
身
を
も
っ
て
学
び
ま
し
た
。他
人
に
悪
口

を
言
わ
れ
な
が
ら
も
こ
の
時
の
経
験
が
後
の

起
業 

に
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

２
年
後
、赤
間
に
帰
省
し
た
佐
三
氏
は
実
家

の
衰
退
を
目
に
し
て
独
立
を
決
意
、
資
産
家
・

日
田
重
太
郎
氏
の
援
助 

を
受
け
て
明
治
４
４ 

年
（
１
９
１
１
）
２
５
歳
の
時
、
北
九
州
市
門

司
で
出
光
商
会
を
開
店
し
ま
し
た
。現
在
の
出

光
興
産
の 

誕
生
で
す
。
そ
の
後
２
９
１
４
年

６
月
２
０
日
、出
光
興
産
は
創
業
１
０
０
年
を

迎
え
ま
し
た
。 

  出
光
佐
三
略
歴 

明
治
１
８
年
（
１
８
８
５
） 

 

 

福
岡
県
宗
像
郡
赤
間
村
で
誕
生 

明
治
４
２
年
（
１
９
０
９
） 

２
３
歳 

 

 

神
戸
高
商
を
卒
業
。
神
戸
で
小
麦
と
石
油
を
扱
う 

 
 

酒
井
商
店
に
入
店
、
経
営
哲
学
の
基
礎
を
学
ぶ
。 

明
治
４
４
年
（
１
９
１
１
） 

２
５
歳 

 

 

日
田
重
太
郎
の
援
助
を
受
け
、
門
司
市
本
町
（
現
在
の 

 
 

北
九
州
市
門
司
区
）
で 

出
光
商
会
を
創
業 

日
本
石
油 

 
 

の
特
約
店
と
し
て
機
械
油
を
扱
う 

昭
和 

７
年
（
１
９
３
２
） 

４
７
歳 

 

 

門
司
商
工
会
議
所
会
頭
に 

昭
和
１
２
年
（
１
９
３
７
） 

５
２
歳 

 

 

貴
族
院
議
員
に
登
院
（
貴
族
院
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で 

 
 

議
席
を
持
つ
） 

昭
和
１
５
年
（
１
９
４
０
） 

５
５
歳 

 

 

出
光
興
産
株
式
会
社
設
立 

昭
和
１
７
年
（
１
９
４
２
） 

５
７
歳 

 

 

宗
像
神
社
復
興
期
成
会
を
結
成
、
会
長
就
任 

昭
和
２
８
年
（
１
９
５
３
） 

６
８
歳 

 

 

日
章
丸
ア
バ
ダ
ン
入
港
、
イ
ラ
ン
石
油
を
初
め
て
輸
入 

昭
和
３
２
年
（
１
９
５
７
） 

７
２
歳 

 

 

徳
山
製
油
所
竣
工 

昭
和
４
７
年
（
１
９
７
２
） 

８
７
歳 

 

 

社
長
を
退
き
店
主
に
就
任 

昭
和
５
１
年
（
１
９
７
６
） 

９
１
歳 

 

 

フ
ラ
ン
ス
文
化
勲
章 

コ
マ
ン
ド
ー
ル
賞
を
受
賞 

昭
和
５
３
年
（
１
９
７
８
） 

９
３
歳 

 

 

宗
像
町
の
名
誉
町
民
と
な
る 

昭
和
５
６
年
（
１
９
８
１
） 

９
５
歳 

 

 

逝
去 

 
 

訃
報
に
接
し
、
昭
和
天
皇
が
詠
ま
れ
た
歌 

    
  

３
．
佐
三
氏
と
宗
像 

 

元
宗
像
市
長
で
あ
っ
た
瀧
口
凡
夫
氏
は
、西

日
本
新
聞
東
京
支
社
勤
務
時
代
に
、
同
郷
の
幼

馴
染
を
通
じ
て
佐
三
氏 

に
直
接
会
っ
て
話
を

し
た
こ
と
を
、著
書『
出
光
佐
三 

魂
の
言
葉
』

（
２
０
１
２.

５.

１
１
）
の
中
で
次
の
よ
う
に

書
い
て
い 

ま
す
。昭
和
３
０ 

年
代
の
は
じ
め

の
こ
と
で
す
。 

序
章 

あ
る
べ
き
人
間
の
姿
を
求
め
て
―
出
光
佐

三
に
日
本
人
の
心
を
学
ぶ 

こ
こ
に
日
本
の
風
土
の
原
形
が
あ
る 

 

私
が
市
長
の
こ
ろ
宗
像
市
内
を
中
心
に
調
査
し

た
ら
、
こ
の
川
は
も
と
も
と
い
り
江
で
、
西
岸
に
は

い
ま
も
残
る
肥 

沃
な
農
地
が
広
が
っ
て
い
た
。
台

地
に
は
多
く
の
古
墳
が
あ
る
。
宗
像
海
人
た
ち
は
こ

こ
を
根
拠
地
に
し
て
沿
岸
漁
業 

や
大
陸
と
の
交
易
、

そ
し
て
た
ま
に
は
海
賊
働
き
な
ど
を
し
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。 

 

河
口
か
ら
１
キ
ロ
ほ
ど
入
っ
た
川
べ
り
と
、
そ
の

裏
手
の
高
台
に
か
け
て
宗
像
大
社
の
辺
津
宮 

へ
つ

ぐ
う 

が
あ
り
、
北
へ
向
か 

う
流
れ
の
正
面
に
中
津

宮
（
大
島
）、
そ
の
沖
の
孤
島
に
沖
津
宮
（
沖
ノ
島
）

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
天
照
大
神
の
御
子 

神
（
三
女

神
）
を
祭
り
、
合
わ
せ
て
宗
像
大
社
と
い
う
。 

 

宗
像
大
社
は
、
氏
子
で
あ
る
宗
像
の
住
民
に
と
っ

て
、
最
も
親
し
み
や
す
く
、
か
け
が
え
の
な
い
尊
崇

の
対
象
で
あ
り
、
古
老
た
ち
は
島
全
体
が
ご
神
体
で

あ
る
「
沖
ノ
島
」
を
口
に
す
る
と
き
に
は
、
い
ま
で

も
必
ず
「
さ
ま
」
と
敬
称 

を
つ
け
る
。・
・
・
・
・
・
・
・
。 

 

佐
三
さ
ん
の
生
家
は
商
家
で
、
い
ま
も
旧
唐
津
街

道
赤
間
宿
の
町
並
み
の
中
に
あ
る
。
先
祖
は
も
と
も

と
宇
佐
の
出 

身
で
、
宇
佐
神
宮
の
神
職
だ
っ
た
と

い
う
。
宇
佐
神
宮
に
は
宗
像
三
女
神
が
祭
っ
て
あ
り
、

宗
像
大
社
と
は
縁
が
深
い
。
「
お
宮
の
関
係
で
先
祖

は
宗
像
に
移
り
住
ん
だ
」
と
私
は
佐
三
さ
ん
か
ら
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

出
光
家
は
赤
間
宿
の
老
舗
で
、
四
国
の
徳
島
か
ら

藍
玉
を
仕
入
れ
、
福
岡
、
久
留
米
な
ど
ま
で
販
売
を

広
げ
て
い
た
。 

し
か
し
生
活
は
質
素
で
、
宗
像
の

風
土
、
そ
こ
に
住
む
農
、
漁
民
た
ち
と
相
通
じ
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
大
社
へ
の
尊
崇 

の
念
と
日
常
の
生

活
の
あ
り
よ
う
な
ど
、
ま
っ
た
く
違
和
感
は
な
か
っ

た
。 

４
．
佐
三
氏
の
地
域
貢
献 

・
宗
像
大
社
の
復
興
運
動 

 

佐
三
氏
が
５
１
歳
、貴
族
院
議
員
に
選
ば
れ

た
昭
和
１
２
年
（
１
９
３
７
）、
参
拝
の
た
め

に
宗
像
大
社
を
訪
れ
た
際
、
驚 

き
の
光
景
を

目
の
あ
た
り
に
し
ま
す
。
拝
殿
を
み
る
と
、
屋

根
は
破
れ
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ト
タ
ン
が
差
し

て
あ
り
ま
す
。 

ま
た
雨
が
漏
り
腐
れ
か
か
っ

た
場
所
も
あ
り
ま
す
。
佐
三
氏
が
「
ど
う
し
て

あ
れ
を
修
理
し
ま
せ
ん
か
」
と
聞
く
と
、 

宮

司
は
「
い
や
、
こ
の
建
物
は
国
宝
だ
か
ら
勝
手

に
修
理
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。予
算
も

ま
だ
通
過
し
て
い
ま 

せ
ん
か
ら
」
と
答
え
、

神
社
の
由
緒
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

 

幼
い
こ
ろ
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
話
で
し
た

が
、
宮
司
の
話
を
改
め
て
聞
き
、
宗
像
三
女
神

が
国
民
の
祖
神
で
あ
る
と 

気
づ
い
た
佐
三
氏

は
「
こ
れ
は
大
変
だ
。
早
く
元
の
お
姿
に
戻
さ

な
け
れ
ば
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
昭
和
１
７
年
（
１
９
４
２
）
宗
像

神
社
再
建
の
た
め
、佐
三
氏
が
中
心
と
な
り
宗

像
神
社
復
興
期
成
会
を
結
成
、 

政
府
へ
修
理

「
出
光
佐
三
逝
く 
三
月
七
日
の
歌
」 

国
国
の
た
め 

ひ
と
よ
つ
ら
ぬ
き
尽
く
し
た
る 

き
み
ま
た
去
り
ぬ 

さ
び
し
と
思
う 

 
上：唐津街道赤間宿の中ほどに
ある佐三の生家 
右：石造の案内板が片隅に置か
れている 
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の
た
め
の
予
算
獲
得
、勅
祭
社
へ
の
昇
格
の
建

議
な
ど
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。 

  

宗
像
神
社
は
昭
和
４
４
年（
１
９
６
９
）に
、

宗
像
氏
貞
が
再
建
し
て
以
来
お
よ
そ
４
０
０ 

年
ぶ
り
と
な
る
、昭
和
の
大 

造
営
が
行
わ
れ
、

昭
和
４
６ 

年
１ 

月
遷
宮
大
祭
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
昭
和
５
２
年
（
１
９
７
７
）
宗
教

法
人
・
宗
像
大
社
と
な
り
、
平
成
２
６ 
年
（
２

０
１
４
）、
平
成
の
遷
宮
が
行
わ
れ
、 

木
々
の

緑
に
映
え
る
朱
色
が
美
し
い
、真
新
し
い
社
殿

に
な
り
ま
し
た
。 

 

出
光
興
産
の
本

社
は
も
ち
ろ
ん
各

施
設
に
は
、
宗
像
大

社
が
建
立
さ
れ
、
工

事
の
竣
工
の
際
に

は
宗
像
大
社
か
ら

神 

職
を
招
き
神
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 

・『
宗
像
神
社
史
』
の
刊
行 

昭
和
３
６ 

年
（
１
９
６
１
）
上
巻
、
昭
和
４
１
年
１
９

６
６
）
下
巻
、 

昭
和
４
６ 

年
（
１
９
７
１
）
附
巻
を

刊
行 

・
沖
ノ
島
の
学
術
調
査 

宗
像
神
社
史
』
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
沖
ノ
島
の

調
査
が
必
要
と
な
り
、
昭
和
２
９ 

年
か
ら
三
次
に 

わ

た
り
専
門
家
に
よ
る
調
査
を
実
施 

・『
沖
ノ
島
』
の
刊
行 

昭
和
３
３
年
（
１
９
５
８
） 

 

・『
続
沖
ノ
島
』
昭
和
３
６
年
（
１
９
６
１
） 

・『
宗
像
沖
ノ
島
』
昭
和
６
２
年
（
１
９
７
７
） 

 

５
．
館
内
の
展
示
品 

・
タ
ン
カ
ー
の
名
称
に
あ
る
宗
像
の
地
名 

 

造
船
さ
れ
た
タ
ン
カ
ー
に
は
「
沖
ノ
嶋
丸
」

「
大
島
丸
」「
赤
間
丸
」「
玄
海
丸
」
な
ど
宗
像

の
地
名
を
船
名 

に
し
て
い
ま
す 

 

６
．
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム 

 

出
光
興
産
が
創
業
１
０
０
年
を
記
念
し
て

作
成
し
た
「
店
主
物
語
」。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

佐
三
氏
の
母
・
千
代
役
と 

し
て
竹
下
景
子
さ

ん
が
担
当
し
て
い
ま
す
。 

 

出
光
興
産
が
作
成
し
保
管
す
る
ニ
ュ
ー
ス

映
像
か
ら
宗
像
に
関
連
す
る
も
の
を
集
め
た

「
出
光
ニ
ュ
ー
ス
」 

「
出
光
興
産
社
員
教
育
用
映
像
」（
抜
粋
）、

当
時
の
大
社
宮
司
・
葦
津
嘉
之
氏
が
佐
三
に
つ

い
て
語
っ
た
映
像
も
。 

以
上
の
貴
重
な
３
種
類
の
映
像
が
上
映
さ
れ
、

椅
子
も
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。 

以
上
の
貴
重
な
３
種
類
の
映
像
が
上
映
さ
れ
、

椅
子
も
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。 

７
．
入
場
者
の
感
想 

Ａ
氏
： 

唐
津
か
ら
来
た
と
い
う
高
齢
の
方 

今
、
小
さ
な
店
で
出
光
の
石
油
を
売
っ
て

い
る
。
父
は
門
司
の
出
光
商
会
か
ら
の
社

員
。
戦
時
中
は
ジ
ャ
ワ 

へ
行
き
終
戦
後
に

帰
っ
て
き
た
。
私
達
は
先
に
上
海
か
ら
船

に
乗
り
引
き
揚
げ
て
き
た
が
、
そ
の
後
出

た
船 

は
沈
没
し
た
と
聞
く
。
家
に
は
佐
三

氏
直
筆
の
書
が
あ
る
。 

Ｂ
氏
： 

『
海
賊
と
呼
ば
れ
た
男
』
を
読
ん
で
、
本
物

に
触
れ
て
み
た
か
っ
た
。 

Ｃ
氏
： 

店
主
は
雲
の
上
の
人
で
し
た
。（
沖
ノ
嶋
丸

の
模
型
を
見
な
が
ら
）
佐
世
保
重
工
ま
で

見
学
に
行
っ
た
。
昔 

は
４
，
５
０
人
の
乗

組
員
が
動
か
し
、
今
は
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
だ

か
ら
７
，
８
人
で
操
船
す
る
。
階
段
ま
で
実

物 

そ
っ
く
り
に
で
き
て
い
る
。 

Ｄ
氏
： 

修
学
旅
行
で
東
京
へ
行
っ
た
時
、
出
光
さ

ん
か
ら
と
お
菓
子
が
配
ら
れ
た
。 

Ｅ
氏
： 

徳
山
工
業
高
校
の
機
械
科
の
学
生
時
代
に
。

教
室
の
窓
か
ら
徳
山
湾
に
巨
大
な
出
光
の

タ
ン
カ
ー
が
入
っ
て 

く
る
の
が
見
え
た
。 

Ｆ
氏
： 

出
光
佐
三
さ
ん
と
宗
像
市
の
世
界
遺
産
登

録
推
進
活
動
が
結
び
付
く
と
は
。
今
初
め

て
知
り
ま
し
た
。 

８
．
結
び
の
こ
と
ば
（
パ
ネ
ル
展
示
よ
り
） 

  

佐
三
は
「
日
本
に
生
ま
れ
て
最
高
に
恵
ま
れ
て
育

っ
た
」
と
い
う
の
が
口
癖
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
彼

の
思
想
の
原 

点
は
、
こ
こ
宗
像
に
あ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

宗
像
の
歴
史
や
風
土
、
人
々
の
気
質
、
自
然
豊
か

な
景
色
な
ど
、
私
達
が
日
常
目
に
し
、
耳
に
し
て
い

る
こ
と
は
、 

ま
る
で
空
気
の
よ
う
に
日
ご
ろ
意
識

す
る
こ
と
な
く
、
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

佐
三
の
思
想
や
行
動
力
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
で
、

あ
ら
た
め
て
宗
像
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
た
の
で 

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

出
光
佐
三
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、
先
人
が
残
し
て

く
れ
た
資
産
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
宗
像
人
と
し
て
、

日
本
人
と 

し
て
世
界
に
貢
献
す
る
。
こ
の
企
画
展

が
そ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  

宗
像
市
で
は
平
成
２
７
年
度
よ
り
、教
育
子

ど
も
部 

子
ど
も
育
成
課
に
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

右 ：ケースの中の「沖ノ嶋丸」150 分の 1 の模型 
左上：ジに常時置かれたという船鐘 
左下：直筆の書が展示された「日本人」「人間尊重」「敬神愛人」 

宗像町名誉町民章 
（昭和 53 年に当時の宗像町が佐三に送ったもの、
未だ佐三 1 人） 
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育
成
係
が
新
設
さ
れ
、
次 

世
代
を
担
う
子
ど

も
達
が
、佐
三
氏
の
よ
う
に
世
界
を
視
野
に
活

躍
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

開
催
期
間
中
の
入
館
者
数
は
、お
よ
そ
２
７

０
０
０
人
。シ
ア
タ
ー
の
視
聴
者
数
は
の
べ
４

４
０
０
人
で
し
た
。 

 

尚
、本
文
は
展
示
さ
れ
た
パ
ネ
ル
の
説
明
文

お
よ
び
、
む
な
か
た
タ
ウ
ン
プ
レ
ス
（
４
月
１

５
日
）
よ
り
、
参
考
、
引
用
し
て
い
ま
す
。 

（
記
事
：
む
な
か
た
電
子
博
物
館
運
営
委
員 
平
松
） 

  

い
せ
き
ん
ぐ
宗
像 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト 

 

７
月
１
９
日 

日
曜
日
、
真
夏
の
厳
し
い
暑

さ
の
中
で
、い
せ
き
ん
ぐ
宗
像
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。い
せ
き
ん
ぐ

宗
像
と
は
、公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
田
熊
石
畑

遺
跡
歴
史
公
園
の
愛
称
で
、遺
跡
の
中
の
王
様

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

主
催

は
宗
像
市
、共
催
は
東
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議

会
、
田
熊
山

笠
実
行
委

員
会
、
主
管

は
、
田
熊
石

畑
村
づ
く

り
の
会
で

す
。
地
元
に

あ
る
東
郷
小
学
校
は
、全
校
生
徒
が
参
加
し
て

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
し
ま
し
た
。 

   

７
月
１
日
の
歴
史
公
園
の
オ
ー
プ
ン
に
伴

っ
て
、今
年
は
公
園
内
で
東
郷
地
区
恒
例
の
夏

祭
り
東
郷
、
田
熊
山
笠
の
行
事
が
計
画
さ
れ
、

い
せ
き
ん
ぐ
宗
像
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
前

夜
祭
と
し
て
、「
夏
祭
り
東
郷
２
０
１
５
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
出
店
は
２
５
店
舗
、
集
ま
っ

た
人
々
は
お
よ
そ
６
５
０
０
人
で
、夜
遅
く
ま

で
会
場
は
お
祭
り
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。 

 

午
前
１
０
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
、
式
典
の
始
ま
り
で
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、

ア
ジ
ア 
太
平
洋
子
ど
も
会
議
に
参
加
、
宗
像

市
で
ホ
－
ム
ス
テ
イ
を
し
て
い
た
ブ
ー
タ
ン

国
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
演
舞
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
幸
福
度
世

界
一
と
い
う
国
か
ら

や
っ
て
き
た
子
ど
も

た
ち
に
は
、
宗
像
は

ど
の
よ
う
に
写
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。 

   

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。主
催
者
の
挨
拶
に
続
い
て
楽
し
い
楽

器
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 ・
来
賓
紹
介 

福
岡
県
県
会
議
員
、
宗
像
市
市
会
議
員
、

福
岡
県
文
化
財
保
護
課
、
福
岡
教
育
大
学
な
ど 

・
来
賓
挨
拶 

代
表
し
て
、
福
岡
県
教
育
庁
総
務
部 

文
化
財
保
護
課
長
兼
副
理
事
が
挨
拶 

 式
典
終
了 

宗
像
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
に
よ
る

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
演
奏 

・
線
路
は
続
く
よ
ど
こ
ま
で
も 

・
聖
者
の
行
進
な
ど 

  宗
像
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

・
勇
気
１
０
０
％ 

・
君
の
瞳
に
恋
し
て
る 

・
風
に
な
り
た
い 

な
ど 

  九
州
管
楽
合
奏
団 

五
重
奏 

・
森
の
く
ま
さ
ん 

・
ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し 

・
ア
メ
リ
カ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど 

・
楽
器
の
お
話 

  市
民
参
加
方
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

む
な
か
た
三
女
神
記 

 
ま
り
こ
ふ
ん
シ
ョ
ウ 

歌
と
ト

ー
ク 

  

古
代
人
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

衣
装
で
歌
う
ま
り
こ
ふ
ん
さ

ん
。
観
客
も
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合

わ
せ
手
拍
子
で
ノ
リ
ノ
リ
。 

  

ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
の
ま
り
こ
ふ
ん
さ
ん
は
、

「
古
墳
に
コ
ー
フ
ン
協
会
」を
つ
く
り
会
長
に

就
任
、古
墳
を
テ
ー
マ
に
歌
う
日
本
で
た
だ
一

人
の
古
墳
シ
ン
ガ
ー
で
す
。 

 

厳
し
い
暑
さ
の
な

か
で
歌
い
終
え
、
最

後
の
曲
に
な
る
と
舞

台
か
ら
降
り
て
観
客

席
を
一
周
し
な
が
ら

歌
い
舞
台
に
戻
っ
て

行
き
ま
し
た
。
後
で

ご
本
人
聞
い
て
み
る

と
、観
客
の
み
な
さ
ん
の
熱
い
声
援
に
思
わ
ず

舞
台
か
ら
降
り
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。こ
の

暑
さ
も
ス
テ
ー
ジ
に
あ
が
る
と
感
じ
な
か
っ

た
と
い
う
事
で
し
た
。 

   

歌
が
終
わ
り
ス
テ
ー
ジ
で
は
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。出
演
は
ま
り
こ
ふ
ん
さ

ん
、古
墳
に
コ
ー
フ
ン
協
会
理
事
長
・
伊
藤 

壮

さ
ん
、
西
日
本
新
聞
宗
像
支
局
長
・
今
井
知
可

子
さ
ん
の
３
人
で
す
。ト
ー
ク
は
盛
り
上
が
り
、

話
題
が
次
か
ら

次
へ
と
進
展
、

司
会
者
の
制
止

の
合
図
が
無
け

れ
ば
延
々
と
続

き
、
楽
し
い
時

間
は
い
つ
ま
で

も
終
わ
ら
な
い

２
０
１
５
年
１
０
月
１
４
日 

 

イベント会場・いせきんぐ宗像 

（田熊石畑遺跡歴史公園） 

民俗衣装で踊るブータン国の子どもたち 

上：宗像市長挨拶 
下：実行委員長挨拶（田熊石
畑遺跡村づくりの会村長） 

9 月 23 日
に行われ
る公演に
むけて練
習中のメ
ンバーに

よる演舞 

左 ：西日本新聞宗像支局長・今井さん、 
中央：古墳にコーフン協会・伊藤理事長 
右： まりこふん会長 
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ほ
ど
で
し
た
。 

 
後
ほ
ど
今
井
さ
ん
に
感
想
を
聞
く
と
、 

 

「
古
墳
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
博
物
館
に
展
示
さ
れ

て
い
る
埴
輪
を
み
る
と
か
わ
い
そ
う
に
思
う
」 

「
ま
ず
、
現
地
へ
行
っ
て
古
墳
に
会
っ
て
自
分
の
感

性
で
う
け
と
め
る
」 

  

と
言
う
。 

 

こ
ん
な
、ま
り
こ
ふ
ん
さ
ん
の
感
性
に
心
打

た
れ
ま
し
た
。 

ま
た
会
い
た
い
ひ
と
で
す

ね
！ 

 

い
せ
き
ん
ぐ
ミ
ス
テ
リ
ー
抽
選
会 

「
弥
生
人
を
さ
が
し
、ク
イ
ズ
に
答
え
て
抽
選

券
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
」 

 

園
内
で
弥
生
人（
貫
頭
衣
を
着
て
勾
玉
の
首

飾
り
を
つ
け
た
）を
見
つ
け
て
ク
イ
ズ
に
答
え
、

全
問
正
解
者
は
、１
～
３
等
が
あ
た
る
抽
選
券

を
受
け
取
る
。 

ま
ち
が
っ
た
方
は
４
等
以
下

が
あ
た
る
抽
選
券
を
受
け
取
る
。他
に
ま
り
こ

ふ
ん
賞
が
３
本
あ
り
古
墳
グ
ッ
ズ
が
あ
た
る
。 

 

後
程
、
ス
テ
ー
ジ
に
て
抽
選
会
を
開
催
し
、

村
づ
く
り
の
会
山
田
村
長
と
ま
り
こ
ふ
ん
さ

ん
が
抽
選
を
行
っ
た
。 

 

答
え
た
の
は
親
子
づ
れ
が
多
く
、は
ず
れ
な

し
の
子
ど
も
に
や
さ
し
い
抽
選
会
で
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
園
内
で
は
特
設
テ
ン
ト
が
設
置

さ
れ
、
多
く
の
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。 

歴
史
体
験
学
習 

 
 

福
岡
教
育
大
学
学
生
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実

習
と
し
て
で
参
加
し
ま
し
た
。 

 

・
原
始
機

げ
ん
し
は
た 

手
織
り
の
機
を
使
用
。
毛

糸
で
縦
糸
と
横
糸
を
編
ん

で
コ
ー
ス
タ
ー
を
つ
く

る
。 

 

 

・
土
器
パ
ズ
ル 

弥
生
土
器
の
破
片
を
つ
な

い
で
完
成
す
る
作
業
が
意

外
に
難
し
い 

 

 

・
弓
矢
体
験 

広
い
芝
生
の
上
で
、
仮
想

ハ
ン
タ
ー
に
な
る
。
幼
児

に
は
持
ち
方
か
ら
指
導
。 

大
人
気
の
弓
矢
体
験
に

は
、
子
ど
も
た
ち
が
ひ
っ

き
り
な
し
に
お
と
ず
れ
、

的
の 

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ

を
め
が
け
て
矢
を
放
つ
。

あ
た
る
と
大
歓
声
が
上
が
る
。 

 

 

・
勾
玉
づ
く
り 

古
代
人
の
装
身
具
・
勾
玉

は
や
わ
ら
か
く
て
削
り
や

す
い
滑
石
を
つ
か
っ
て
作

る
。
幼
児
に
も
人
気
が
あ
る
。 

 

世
界
遺
産
ブ
ー
ス 

・
ナ
ギ
ヒ
コ
シ
ー
ル 

 

海
人
は
刺
青
を
し
て
い
た
と
い
う
魏
志

倭
人
伝
か
ら
引
用
し
た
紋
様
。 

水
で
シ
ー
ル
を
濡
ら
し
て
腕
に
張
り
付
け

る
。 

 

・
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
受
付 

受
付
の
テ
ン
ト
横
で
は
、
１
０
年
後
の
自

分
宛
に
メ
ッ
セ
ジ
を
書
い
て
も
ら
い
、
カ

プ
セ
ル
に
入
れ
て
埋
納
し
ま
す
。
１
０
年

後
に
ふ
た
た
び
本
人
が
読
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

乳
児
と
母
親
の
二
人
も
、
記
入
し
て
「
１
０

年
後
が
楽
し
み
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

来
場
者
全
員
に
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
東
郷

や
よ
い
ち
ゃ
ん
」
が
描
か

れ
た
カ
ン
バ
ッ
ジ
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

    

・
日
赤
九
州
国
際
看
護
大
学
学
生
に
よ
る 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

こ
の
ほ
か
に
も
次
の
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

・
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り 

・
空
気
銃
づ
く
り 

・
プ
ラ
バ
ン
づ
く
り 

・
紙
飛
行
機
づ
く
り 

・
バ
ル
ン
ア
ー
ト 

・
割
れ
に
く
い
し
ゃ
ぼ
ん

玉
づ
く
り 

・
べ
っ
こ
う
あ
め 

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
の
実
習
と
し
て
参
加
し
た

大
学
生
の
感
想
は
、 

「
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
大
変
だ
と
感
じ
た
。準

備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
開
催
中
の
ハ
プ
ニ
ン

グ
な
ど
、予
定
通
り
に
行
か
な
い
こ
と
が
多
く

あ
り
難
し
い
と
思
っ
た
が
、子
ど
も
達
の
笑
顔

を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
、大
変
な
が
ら

も
楽
し
さ
を
感
じ
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非

参
加
し
た
い
。」 

「どれにしょうかな」 

上：聴診器による音を聞くコーナー 
下：看護大学を紹介するコーナー 
 

ナギヒコは『海の民宗像』
（宗像市刊行）、に登場する
宗像海人の子ども。 

久利：べっこうあめづくり 中央：キャンドルづくり 右：バルーンアート 
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イ
ベ
ン
ト
に
は
、福
岡
教
育
大
学
と
日
赤
九

州
国
際
看
護
大
学
の
学
生
６
８
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

寄
合
い
処 

海
の
道
む
な
か
た
館
出
張
博
物
館 

実
物
大
に
復
元
さ
れ
た
弥
生
の
銅
剣
を
持
っ

て
み
よ
う
。細
身
の
剣
は
見
た
目
よ
り
重
い
と

い
う
実
感
で
し
た
。 

  ・
史
跡
整
備
報
告
会 

「
市
民
と
楽
し
む
歴
史
公
園
づ
く
り
」 

宗
像
市
文
化
財
担
当
者 

「
整
備
報
告
会
で
は
、田
熊
石
畑
遺
跡
が
日
本

の
国
の
成
り
立
ち
を
解
明
す
る
た
め
に
重
要

な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
や
弥
生
ム
ラ
を
市
民
参

加
で
楽
し
み
な
が
ら
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
い

う
整
備
方
針
に
つ
い
て
、一
般
向
け
に
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
ま
し
た
。聴
衆
も
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
て
、
質
疑
応
答
も
あ
り
ま
し

た
。」 

田
熊
山
笠
追
い
山 

 

午
後
３
時
、
イ
ベ
ン
ト

の
最
後
は
、
勇
壮
な
飾
り

山
が
い
せ
き
ん
ぐ
通
り
を

走
り
抜
け
る
田
熊
山
笠
の

追
い
山
で
す
。 

  お
わ
り
に 

 

宗
像
市
、
東
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
大
学
、
田

熊
石
畑
村
づ
く
り
の
会
の
連
携
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
は
終
わ
り
ま
し
た
。極
暑
に
も
負
け
ず
こ

の
日
の
来
園
者
は
お
よ
そ
３
２
０
０
人
、出
店

は
１
６
店
舗
。人
も
空
気
も
暑
か
っ
た
１
日
が

終
わ
り
ま
し
た
。
来
園
者
の
み
な
さ
ん
、
出
店

者
の
皆
さ
ん
も
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

  

四
塚
や
許
斐
山
が
見
え
、緑
の
芝
生
に
覆
わ

れ
た
広
大
な
公
園
は
宗
像
の
自
然
が
体
感
で

き
る
場
所
で
す
。 

 

散
歩
や
遊
び
、歴
史
に
も
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
る
い
せ
き
ん
ぐ
へ
、ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
年
中
無
休
で
す
。 

 

開
園
時
間
に
つ
い
て
は
、下
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

田
熊
石
畑
村
づ
く
り
の
会 

 

電
話
・F

A
X

 

０
９
４
０-

３
７-

０
１
８
２ 

 

（
記
事
：
む
な
か
た
電
子
博
物
館
運
営
委
員 

平
松
） 

  

 

秋
・
吉
武 

八
福
神
佛 

め
ぐ
り 

 

今
春
・
４
月
１
８
日
に
行
わ
れ
た
「
吉
武
八

福
神
め
ぐ
り
」
が
好
評
で
、
今
回
で
２
回
目
と

な
る
「
秋
・
吉
武
八
神
佛
め
ぐ
り
」
が
、
１
０

月
３
１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

初
秋
の
候
、心
地
よ
い
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
て
、

吉
武
、
吉
留
、
冨
地
原
地
区
の
７.

５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
お
よ
そ
３
時
間
か
け
て
１
０
か
所
の

神
社
や
仏
閣
を
巡
り
ま
し
た
。 

吉
武
地
区
の
地
域
お
こ
し
団
体
・
八
之
会
が

主
催
し
、
吉
武
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
後

援
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
前
に
参
加
申
し
込

み
を
済
ま
せ
た
参
加

者
が
１
２
５
人
、
お

世
話
す
る
地
元
の
ス

タ
ッ
フ
は
５
０
人
ほ

ど
で
、
宗
像
市
長
を

は
じ
め
、
県
議
、
市
議

も
参
加
し
ま
し
た
。 

受
付
を
済
ま
せ
た
後
、

参
加
者
全
員
の
道
中

の
安
全
を
願
い
、神
様
の
依
代
を
設
け
て
八
所

宮
宮
司
に
よ
り
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
、
三
々

五
々
出
発
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

「
い
ざ
行
か
ん 

ゆ
き
て 

ま
だ
見
ぬ
ご
利

益
に
」 

 

こ
れ
に
先
立

っ
て
、
１
０
月

２
４
日
に
は
八

所
宮
本
殿
で
安

全
祈
願
祭
が
お

こ
な
わ
れ
、
地

域
お
こ
し
事
業

の
安
全
と
参
加

者
に
記
念
品
と

し
て
渡
す
、
竹

製
の
杖
、
御
朱
印
帖
、
お
福
な
ど
の
お
祓
い
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

上：弥生時代の食事を 
再現したレプリカ 

右：復元された銅剣の 
レプリカ 

２
０
１
５
年
１
２
月
２
１
日 

 

八所宮大駐車場に集まった参加者 

八所宮で安全祈願祭       宮司によるお祓いが行われた 

右 ：番から 9 番までのお札 
上左：子供たちにはスタンプラリー帳 

上右 ：御朱印帖 
下 ：楽しいイラスト入り地図を手に歩く 



 

245 

 

むなかた日和 

 
１
番 

八
所
宮

は
っ
し
ょ
ぐ
う

（
宮 み

や

ノ の

尾 お

地
区
） 

 

創
立
は
白
鳳
時
代
６
７
４
年
。神
代
七
代
八

柱
の
神
を
ま
つ
る
、
旧?

ヵ
村
の
総
鎮
守
府
で

し
た
。 

鶺
鴒
山

せ
き
れ
い
ざ
ん

に
あ
り
、社 し

ゃ

叢 そ
う

は
福
岡
県
指
定
の
天
然

記
念
物
で
す
。毎
年
１
０
月
第
３
土
日
に
行
わ

れ
る 

秋
季
大
祭
は「
八
所
宮
の
お
く
ん
ち
」と
し
て
、

一
時
と
ぎ
れ
た
も
の
の
お
よ
そ
３
０
０
年
続

い
て
い
ま
す
。深
夜
に
行
わ
れ
る
大
名
行
列
は

荘
厳
で
、
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。 

  

２
番 

長
宝
寺

ち
ょ
う
ほ
う
じ

観
音
堂
（
宮 み

や

ノ の

尾 お

地
区
） 

 
 

八
所
宮
境
内
に
あ
る
こ
の
建
物
は
宗
像
市

指
定
の
文
化
財
で
す
。１
９
９
１
年
に
保
存
修

理
が
行
わ
れ
、創
建
は
宝
暦
３
年（
１
７
５
３
）

で
、江
戸
時
代
後
期
の
趣
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏
像
は
数
体
あ

り
、
本
尊
は
十
一
面
観
音
立
像
で
、
鞍
手
町
の

長
谷
寺
の
観
音
像
と
の
共
通
点
が
見
ら
れ
、平

安
時
代
前
期
に
作
ら
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

線
香
の
煙
と
香

り
が
あ
た
り
に

漂
い
、
手
を
合
わ

せ
て
参
拝
す
る

姿
が
あ
り
ま
し

た
。 

３
番 

平
家
塚 

 

平
清
盛
の
妻
二
位
の
尼
の
墓
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
敗
れ
、
８
歳
の
安

徳
天
皇
を
抱
い
て
海
に
沈
ん
で
い
き
ま
し
た
。 

参
加
者
を
笑
顔
で
迎
え
た
麻
生
ウ
メ
子
さ
ん

は
昭
和
の
始
め

の
生
ま
れ
で
、
平

家
塚
近
く
の
お

家
に
嫁
い
で
以

来
、
草
取
り
や
建

物
の
清
掃
を
続

け
て
こ
ら
れ
た

方
で
す
。 

４
番 

福
知

ふ

く

ち

神
社
（
武
本

た
け
ほ
ん

地
区
） 

 

祭
神
は
イ
ザ

ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ

の
命
の
子
で
、

保
食

う
け
も
ち

神
の
か
み

 

五

穀
、
農
耕
の
神
様

で
す
。 

５
番 

福
知

ふ

く

ち

神
社 

（
久 く

戸 ど

地
区
） 

  

祭
神
は
保
食

う
け
も
ち

神
の
か
み

。

豊
作
や
、
豊
か
な
食
文

化
を
司
る
神
様
。 

６
番 

武
た
け

守
も
り

神
社
（
久 く

戸 ど

地
区
） 

 

祭
神
は
素
戔
嗚

す

さ

の

お

命
み
こ
と

・
櫛 く

し

稲
田

い

な

だ

姫 ひ
め

神 が
み 

創
立 

延
喜
１
８
年
（
９
１
８
） 

由
緒 

崇
神
天
皇
御
宇
、
出
雲
国
の
飯
入
彦
が

勧
進
、
武
の
一
字
を
と
り
、
武
丸
村
と
号
す
。 

神
社
に
は
「
白

ナ
マ
ズ
の
恩

返
し
」
と
い
う
、

雨
乞
い
に
ま

つ
わ
る
民
話

が
あ
り
ま
す
。 

 

７
番 
大
日
堂

だ
い
に
ち
ど
う

（
久 く

戸 ど

地
区
） 

 

再
建
さ
れ
た
大
日
堂
に
は
、
大
日
如
来
坐
像

が
安
置
さ
れ
参
拝
者
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。檜

の
一
木
造
で
、
彩
色
も
残
る
、
貴
重
な
仏
像
で

す
。
宗
像
市
指
定
文
化
財
。 

大
日
如
来
を
古

代
イ
ン
ド
で
は

「
太
陽
の
子
」

と
い
い
、
太
陽

の
輝
き
を
超
越

し
た
最
高
の
仏

と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

  ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
干
さ
れ
た
稲
の
そ
ば
を
通

っ
て
愛
宕
神
社
へ
向
か
い
ま
す
。 

８
番 

愛
宕

あ

た

ご

神
社
（
冨
地

ふ

じ

原
わ
ら

地
区
） 

 

祭
神 

宗
像
三
女
神 

カ
グ
ツ
チ
の
命 

カ
シ
コ
ネ
の
命 

由
緒 

天
慶
３

年
（
９
４
０
）
宗

像
大
宮
司
氏
男

創
立
。
筑
前
国
続

風
土
記
拾
遺
で

八所宮参道の石段 

長宝寺観音堂 

平家塚。建物の中に二位
の尼の墓石がある 

素朴な福知神社と末社 

武本・福知神社前で御朱印帖に記帳 

久戸・福知神社前の御朱印帖記帳所 

中央が大日如来像 

上：スズメ除けのテープが風に 

なびいていた 
 下：道中に掲げてある応援メッセ 

ージ。今回は吉武小学校児童と
のコラボ 

威厳のある愛宕神社 
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むなかた日和 

  

 

は
太
郎
坊
神
社
と
あ
る 

９
番 

正
助
廟

し
ょ
う
す
け
び
ょ
う

（
土
師
上

は

じ

か

み

地
区
） 

 

武
丸
の
正
助
さ
ん

は
、
江
戸
時
代
に
孝

子
と
し
て
知
ら
れ
た

人
。
親
孝
行
、
弱
者
へ

の
い
た
わ
り
、
助
け

合
い
な
ど
、
庄
助
さ

ん
の
行
い
は
、
現
代

社
会
に
お
い
て
も
お

手
本
と
な
る
も
の
で

す
。 

  

疲
れ
た
体
も
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
励
ま

さ
れ
て
、
コ
ー
ス
の

最
後
と
な
る
早
川
勇
記
念
碑
ま
で
歩
き
ま
す
。 

  

１
０
番 

早
川
勇
記
念
碑 

 

幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た

早
川
勇
は
、
薩
長
和
解
を
提
唱
し
、
五
卿
西
遷

に
奔
走
し
ま
し
た
。 

晩
年
は
東
京
に
住
み
郷
土
の
若
者
の
育
成
に

尽
力
し
ま
し
た
。 

  吉
武
コ
ミ
セ
ン

の
近
く
に
あ
る

早
川
勇
顕
彰
碑 

 

出
発
点
の
八

所
宮
大
駐
車
場

へ
帰
着
後
、
そ

れ
ぞ
れ
に
解
散

し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
に
伺
い
ま
し
た
。 

宗
像
市
長 

 

「
宗
像
市
に
は
歴
史
あ
る
神
社
仏
閣
が
多
く

あ
り
、
八
所
宮
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。 

市
と
し
て
も
、こ
の
よ
う
な
遺
産
を
大
切
に
し
、

広
く
情
報
の
発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。」 

 

吉
武
小
学
校
校
長 

 

「
八
福
神
佛
め
ぐ
り
が
行
わ
れ
る
２
週
間
前

の
１
０
月
１
５
、１
６
日
に
吉
武
小
学
校
で
は

「
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

妙
見
の
滝
→
八
所
宮
→
長
宝
寺
→
大
日
堂
→

新
立
山
登
山
→
平
山
天
満
宮
と
歩
き
、グ
ロ
ー

バ
ル
ア
リ
ー
ナ
で
一
泊
し
ま
し
た
。 

実
は
八
福
神
佛
め
ぐ
り
に
学
校
も
何
か
協
力

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
時
に
、
地
域
の
方

か
ら
、コ
ー
ス
途
中
の
看
板
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

子
ど
も
た
ち
に
書
い
て
も
ら
え
な
い
か
？
と

い
う
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
セ

カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
で
校
区
を
巡
っ
た
後
に
、自

分
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
励
ま
し
の
言
葉
を
も
ら

い
た
い
か
考
え
さ
せ
、当
日
の
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
行
事
や
活
動
に
子
ど
も

た
ち
が
ど
う
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
、学

校
で
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」 

 

 

山
間
に
あ
る
吉
武
地
区
は
、宗
像
市
の
水
源

で
あ
る
釣
川
源
流
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に 

は
人
々
が
守
り
伝
え
て

き
た
神
社
や
お
寺
が
、素
朴
な
姿
の
ま
ま
残
さ

れ
て
い
ま
す
。地
域
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
開

催
さ
れ
た
こ
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、心
身
に
心

地
よ
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
福
を
よ
ん
で
、

明
日
か
ら
の
活
動
が
楽
し
い
も
の
と
な
れ
ば

い
い
で
す
ね
。 

 

お
問
い
合
わ
せ 

吉
武
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

電
話 

３
２-

５
９
０

４ （
記
事
：
む
な
か
た
電
子
博
物
館
運
営
委
員 

平
松
） 

上：目を引く鳥の彫刻 
下：拝殿には、彩色も鮮やかな 

  絵馬 

正助廟                本堂 
 

吉武コミセンの近くにある早川勇顕彰碑 


